


概要�
テーマ： 
ワールドカップ開催における 
ブラジルの治安について 
 
調査期間： 
ワールドカップ開催一週間前の６月６日～開幕日の６月１
２日	




各担当言語�

・曽原　中国語(南方都市報) 
・野中　日本語(朝日新聞＆読売新聞) 
・金田　英語（The New York Times） 
・平松　ドイツ語(Frankfurter Allgemeine Zeitung) 
・森本　フランス語(Le monde) 



仮説�

ブラジルの治安についての懸念の強さが各国で違うのではない
か。 
またその違いには 
　・各国のストライキの位置づけ 
　・各国のサッカー事情 
が影響しているのではないか。 





中国ではブラジルワールドカップで自国は出場	

していないものの、徹夜で観戦していた人が死ぬ事件が起き
るなど、熱狂的な盛り上がりを見せている。	

 
また、日本と同様盛り上がりの様子を伝える報道が多く見ら
れる。	

 
しかし、一報で治安や問題点といった「陰」の部分の	

報道はどうだろうか？	




（出典：南方都市報　13.12.16
版）	

 
（開催まで）半年しかない、	

工期は伸ばせない	

治安は依然混乱。	

 
ワールドカップ？どうやって問
題を見るか？	

 
→懐疑的な見方をしている	




本文では主に、	

 
・工期の遅延	

・麻薬、銃といった治安の悪さ
が　開催が近づくにつれどん
どん悪　化していること	

・雇用もハイチからの安い労
働力　輸入により、自国民の
賃金は上がらないこと 
 
を挙げており、一番に治安の
悪さを懸念している。	

治安改善しないのであれば開
催を見送るべきだと述べてい
る。	

 



そして最後に冗談で他所のメ
ディアが言っているとして述べ
ているが、	

 
中国との協力でこれ等の問題
を解決するべきだ。	

都市管理によって治安は改善
するし、中国の建築家を派遣
することで工期の問題も解決
する。 
と述べている。	

 
同じBRICSのW杯開催という
ことで、見習うべき点、振り返
る点を自国にあてはめて考え
ているようである。	






情報源「発行部数から読売と朝日」�

順	
 紙名	
 部	
 部数/全部数	


1 読売	
 10,075,479 21.92％	


2 朝日	
 8,259,173 17.97％	


3 毎日	
 3,956,348 8.61％	


4 日経	
 3,017,239 6.56％	


5 中日	
 2,755,572 6.00％	


6 産経	
 2,121,158 4.62％ 



読売新聞　6月8日�

見出し　「W杯　不安一杯」 
 
概要 
W杯開催にあたり、地下鉄の公営会社や警察、バス職員
が賃上げを求め、ストライキを行っている。殺人事件や球
場の準備の遅れが記されていた。 



6月8日　総合面�



6月8日　総合面�



読売新聞　6月10日�

見出し　「開催嘆く街角の壁画」 
 
概要 
国民の生活改善を求める声が広がり、国民の政治不信
が広がっている。ストライキに対する裁判も行われる事
態に陥っている。 

	




6月10日　国際面�



朝日新聞　6月6日　�

見出し　「サッカー王国遠い熱狂」　 
　～賃上げスト　動かぬ地下鉄　～　 
　～W杯より医療や教育を～ 
 
概要 
地下鉄職員が起こすストライキや、警察職員の中で起き
るストライキ、そして、教育や医療の厳しい現状の声が
記されていた。	




朝日新聞　6月6日　社会面�



朝日新聞　6月8日　�

見出し　「W杯目前、ストやまず」 
 
概要 
W杯をきっかけに国民は生活の改善を狙っている。土地
を求めて偽装居住する人が多くなっている。また、各労働
者がストを相変わらず行っている。 



6月8日　国際面�



考察�

・W杯は国の経済に大きな利益をもたらす一方で、貧しい
人達にとってより厳しい生活を強いられるように思えた。
国の教育や医療にお金が回っていない中、交通や施設の
整備にお金が費やされる現状を目の当たりにした。各国
が力を競い合い、サッカーの感動を伝えるW杯が、生活改
善を訴える手段として使われている姿を見て、複雑な思い
が込み上げてきた。 
	




参考文献�

・http://ameblo.jp/sinbunkoukoku/
entry-10298437217.html	






ドイツ�

Frankfurter Allgemeine Zeitung 
全国向けの日刊大衆紙 
1856年創刊 
ドイツでもっとも権威が高く、影響力の強い新聞と言われている 
ＳＦＣに置いてある新聞 
 



ワールドカップに関する記事�

日付	
 分類	
 記事の名前	
 写真	


6/6 FRI	
 政治	
 Streik in San Paulo legt U-Bahn-Netz lahm	
 有	


6/7 SAT	
 政治	
 Auf einem der lezten Plätze	
 有 

コラム	
 Eine Frage Der Macht	
 有	


スポーツ	
 Auf der Suche Geist und gesicht	
 有	


6/10  TUE	
 スポーツ Auf der suche nach Geist und Gesicht	
 有	


Unterneh
men	


Die Sponsoren fordern die fifa heraus	
 有	


6/11 WED	
 １面	
 Blatter wirft Kritikern in Europa Rassismus vor	
 無	


経済 Brasilianer fürchten das Erde der WM	
 有	


スポーツ	
 ＊２ページにわたる特集が組まれている	
 有	


6/12 THU	
 １面 Brasilianische Traume	
 無	


スポーツ	
 ＊３ページにわたる特集が組まれている	
 有	




6/6 FRI STREIK IN SAN PAULO LEGT U-BAHN-NETZ LAHM 
�



6/6 FRI サンパウロの地下鉄のスト  �

・ルセフ大統領、ワールドカップの準備に力を 
・最大で9700人が朝の仕事に出てこなかった 
・組合は16.5%の賃上げを要求 
・激しい反対派は正当な抗議と主張 
・治安部隊にストを防がせる 
・写真はブラジルのルセフ大統領とＦＩＦＡの会長ブラッター 
 



6/11 WED BRASILIANER FÜRCHTEN  
               DAS ERDE DER WM 
�



6/11 WED　ワールドカップの遺産とブラジル人の涙�

・スタジアム建設にもとの推定費用の三倍以上かかっている 
・今日はワールドカップ開催に反対の人々が道にあふれかえる
ことはなかった 

・多数の人がワールドカップを開催する余裕がない、という意見 
・写真はクロアチア戦に使われるスタジアム 
 

	




6/12 THU BRASILIANISCHE TRAUME 
 �



6/12 THU ブラジルの夢�

単純に開催についての記事 
８年前にドイツが叶えた夢をブラジルが今叶えている（２０
０６年ドイツ大会） 

ブラジルはワールドカップの開催地を決めるときも、ほぼ
満場一致で可決された。（オリンピックの時と同じよう
に） 

しかし近年経済は悪化しているため、公共交通機関での
インフラなどを行っている 

 

	




分析結果�

治安についての懸念よりも事実報道の方が多かった 
同じワールドカップ開催国（2006年）として、ブラジルが開
催国としての経済はどうなのか、治安はどうなのか、と
言った報道方法をとっていた。 

治安の悪さよりも、治安の悪さの原因となる経済について
言及。 

	




考察�

・ドイツは日本ほどの懸念が見られない 
・現地訪問予定者向けの忠告なども見られない 
・サッカー大国ドイツであるため、治安よりもサッカーに関
する記事、（ＦＩＦＡ会長について、公式ボールについて、
現地のドイツ選手への反応について）などに読者の関
心が寄せられているためではないか？	






アメリカ�

The New York Times 
名前の通りニューヨーク州に本社を置く地方日刊紙 
1851年創刊 
発行部数は100万部ほどだが、アメリカを代表する新聞と
みなされている 



ワールドカップに関する記事�

全体で25件ヒット(6/6～6/12、ブログ含め) 
そのうちブラジルの情勢に関するものは2つ 
2022年に開催が予定されているカタールについて言及さ
れている記事もちらほら 





6月8日　Sunday Review Desk　5面 
タイトル：Throw FIFA Out of the Game 
内容： 
FIFAという組織について辛辣に解説。(汚職、不祥事、八百長…) 
そのなかの一つとして、FIFAがブラジルに与えている影響を述
べていた。スタジアム建設等における過剰労働、治安の悪化な
ど 
“People don't have to be displaced and workers don't need to 
die for soccer.” 
	








6月10日　表紙(SectionA) 1面、12面 
 
タイトル：Brazil on Edge as World Cup Exposes Rifts 
内容：ブラジル国民は自国でのW杯開催にそこまで盛り上がっ
ていない、という趣旨のもの 
W杯による経済効果を期待しているのが国民の内34%なのに
対し、ブラジルのイメージを悪化させると答えたのが39% 
2016年のリオオリンピックについても言及 
	




結果と考察�

・ブラジルの情勢についての記事は少なかった 
→そこまでブラジルの治安に対して懸念は抱いていない
印象 
・アメリカとブラジルの関係 
→1977～81年のカーター政権時代は最悪だったが、そ
の後大統領がクリントンになってからは良好な関係が続
いていた。しかし、2013年9月　NSAのデータ傍受発覚に
より再び関係が悪化 
 

 

	






フランス�

Le Monde 
フランス国内においても影響力があり、世界的にも知られ
た新聞。	


有力紙の一つ。	


設立　1944年	

	




W杯に関する記事�

⽇日付 分類 トピック ページ
6月6日 国際 Au	
 Brésil,	
 Dilm a	
 Rousseff	
 défend	
 son	
 bilan	
 avant	
 le	
 M ondial 40%/p

6月7日 スポーツ Fred,le	
 fort	
 en	
 gueule	
 de	
 la	
 Selechao 30%/p
6月8日 テレビ Le	
 M ATC H 	
 des	
 consultants 4p
6月9日 毎週月曜は休刊日
6月10日 国際 Le	
 B résil,	
 plus	
 prospère	
 et	
 toujours	
 plus	
 violent 80％/p
6月11日 なし
6月12日 国際 Le	
 B résil,	
 plus	
 prospère	
 et	
 toujours	
 plus	
 violent 70％/p

W 杯特集 C'est	
 l'heure	
 du	
 B resil 1p
Les	
 B leus	
 en	
 terrain	
 conquis	
 au	
 pays	
 de	
 Socrates 1p
LE	
 C ALEN D RIERD ES	
 M ATC H ES 1p
Sao	
 Paulo,	
 l’im possibilité	
 d’une	
 ville
L’ENVERS	
 DU	
 STADE 1p



6月10日�



6月10日�
ブラジルはより成功し、未だより暴力
的だ�
�セキュリティ改善の努力をするにも関わらず、ワールドカップ開
催地であるブラジルは殺人事件が増加傾向にあり、地球で
最も物騒な都市である。 

W杯で全世界がブラジルに注目する一方で、国の社会的な問
題が不安である。	




6月12日�



6月12日 
ブラジル「自国に腹をたてながらも」ワールド
カップを歓迎。 
�
ブラジルは経済的に困難な人々が多く、国民はW杯開催に懸
念、反対。 

2014年のW杯開催地に選定されたことで、今までの経済状況
から脱し、ブラジルの新しい黄金時代を築けるのでは。	


多くの公共事業が導入され、失業率を下げた。	

	




6月12日�



6月12日�
サンパウロ、都市の不可能性 
その段階の方へ 
�

地下鉄のストライキが続き、W杯における交通状態が不安 
貧困層が多い国で行う、W杯という「贅沢」に疑問持つ国民 
貧困改善への対策、政策の事実報道	

	




分析結果�

ブラジルの治安状況の報道は比較的少ない 
ブラジルの経済状況に対して大統領Dilma Vana Rousseff
が行った政策、努力についての事実報道 

ストライキなどによる事実的不安 
W杯が開催による、経済的な自立と国の繁栄を期待 



まとめー各国のサッカー事情から�

・日本でストライキについて大きく取り上げられているにも
関わらず、他国（フランス、アメリカ、ドイツ）では大きく
報道されておらず、事実報道が多い。一方中国は開催
を見送るべき、と強く主張している。 

・フランス、アメリカ、ドイツはサッカー大国であり、サッカー
に関する記事が大部分を占め、ブラジルの治安につい
ての懸念はあまり持っていない。 

・中国はそもそもワールドカップに出場していないため、開
催すら見送るべきと主張 

	




まとめー各国のストライキの位置づけ�

・アメリカ・ドイツ・フランスはデモとストライキが多い国なの
で、ブラジルにおけるストライキに関しても大きな問題と
して捉えていない。 

・日本はストライキが極端に少ない。また治安もかなりい
いため、ブラジルのストライキに過剰反応している。	


・ブラジルと日本は親交が深く、日本人も多く住んでいる
ため、現地の治安について大きく取り上げられている
のではないか。 

	



